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 The purpose of this paper is to extract the subjects and integrate discussions on the community and 
architects at the  UIA Congress, 2011 Tokyo, which is organized by Japan Federation of Architects 
Building Engineers Associations(JFABEA). We then aim to discuss possibilities of architectural 
profession and roles of the architects for the contemporary local societies. In order to create local 
society and its spatial design, to avoid discussions on democracy is impossible. Then, 1) when we 
examine the social body of  ` freedom' and 'equality', 2) We txtracted examples of the Local Spatial Design 
projects in Japan, 3) We decided to compare some experiences in the Modern European Societies, and 
4) We examined The Challenges of Contemporary Local Projects and contributions of the architects.As 
























障制度 を備えるに至 ったスウェーデ ン2)の近代
化の過程をみれば、社会の近代化 をすすめるため
に、資本主義でもなく社会主義でもない、第三の





























も示 す」9)。ところがデモクラシー を構成す る
「自由」 と 「平等」 は対 立関係 にある といえる
(図1)Io)。この関係 を考察すれば 「自由」を追求
してゆけば平等は減少し、その逆に平等を強調す
れば 「自由」は制限される。 しか し究極の平等は
存在 しない と同時に究極の自由も存在 しない。さ
らに 「自由」 と 「平等」の究極の平衡状態 も存在
しない関係があるといえる。デモクラシーを追求










図1「 自由」と「平等」/「私」と 「公」の ダイナ ミック ・バ ランス
　例えば 「ネオ リベラリズ ム」の社会状況では









　 そこで 「自由」 と 「平等」を担 う主体を考察す
ると 「自由」は 「私」が、「平等」は 「政府/国
家/公」が担 うといえる。デモクラシーは 「自
由」 と 「平等」 を目差すことなので、「自由」 と


























デンに移住 し建築活動 を展開 した15)。その帰結 と
してコミュニティ ・アーキテク トとしての建築活
動が展開 した といえよう16)。アースキンの活動を










































































　地方や地域 に対する取組みは 「地方の時代」 と



























































ダでオープン ・ビルディング ・システム(サ ポー
ト)を構築 して きたジョン ・ハブラーケン44)、イ
タリアの歴史都市の再生を手がけてきたジャンカ








宅供給 を通 じた社会活動 を展開す るKUUBに着
目した。オランダは20世紀初頭から住宅協会が社
会的利益を追求する主体が社会住宅の整備を担っ
て きた歴史があ り47)、KUUBは明 らかに 「私」































　これらの具体例に対 して 「私」 と 「公」あるい
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